
【安否確認サービス】
起動通知メールの配信範囲について

株式会社レスキューナウ
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1．起動通知メールとは
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起動通知メールとは、安否確認が開始されたことを通知、および集計画面でユーザの応答状況を確認するよう促すメールです。
起動通知メール配信設定を行っている確認権限以上のユーザに、一般ユーザへ送信される安否確認メールとは別に配信が行わ
れます。
起動通知メールには、システムへのログイン操作が不要なＵＲＬが記載されているので、アクセスするだけで集計を確認することが
できます。

ただし、起動通知メール配信設定を行っている確認権限以上のユーザであっても、条件によって配信されない場合があります。

・案件起動ユーザの権限が「全社権限」 or 「部署権限」のどちらなのか
・起動通知メール配信設定を行ったユーザの権限が「全社権限」 or 「部署権限」のどちらなのか
・起動通知メール配信設定を行ったユーザが「部署権限」の場合の管理対象範囲と起動対象ユーザの所属
・他部署への通知設定（「部署権限」ユーザが起動した場合、かつ、訓練起動時のみ）

起動通知メール

送信元：
anpi@iss2.myrescue.net

件名：
安否確認起動通知：株式会
社レスキューナウ

本文：
安否確認・非常呼集システムが
起動されました。
下記ＵＲＬで、パソコンなどから
現在集計中の状況を把握する
ことができます。

http://bcp.myrescue.net/
?cont=dks3dle4le&param
1=elds

集計状況画面
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２．「全社権限」と「部署権限」
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『権限』は大きく分けて、全社を対象とした安否確認の起動や集計結果の確認ができる「全社権限」と、管理範囲の部署内を対
象とした安否確認の起動や集計結果の確認ができる「部署権限」の２つがあります。
この「全社権限」、「部署権限」によって起動通知メールの配信仕様が異なってきます。

※「ユーザマスタ」で登録を行うのが「全社権限」、 「管理グループマスタ」で登録を行うのが「部署権限」となります。

＜全社権限＞
管理対象は「会社全体」
※「ユーザマスタ」で登録

△事業部

▼部

▲部

Ａ課

Ｂ課

＜部署権限＞
管理対象は「 ▼部配下」
※「管理グループマスタ」で登録

＜部署権限＞
管理対象は「△事業部配下」
※「管理グループマスタ」で登録
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３．他部署への通知設定（部署権限ユーザが起動する場合）
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下記の場合、手動起動時に通知設定項目が表示されます。

・手動で案件起動を実施
・手動起動時の案件区分で「安否訓練」を選択
・案件起動ユーザの権限が「部署権限」

この通知設定により、案件起動ユーザの自部署以外の権限者へ起動通知メールを配信する、しないの設定が
可能となります。

※「全社権限」ユーザが起動する場合はこの通知設定項目は表示されません。
※通知設定のチェックの有無に関わらず「全社権限」のみのユーザには起動通知メールは配信されません。



Eさん管理範囲

Cさん管理範囲

U事業部
を条件に起動

全社権限ユーザが安否確認を起動する場合、
〇全社権限ユーザ
〇安否確認対象ユーザの所属部署を管理範囲とする部署権限ユーザ

が起動通知メールの配信対象となります。
※起動対象範囲の部署以外に所属する部署権限ユーザであっても、上記の条件に一致していれば起動通知メールが配信されます。

下図の場合、全社権限のAさんが△さんへ起動しますので、全社権限であるAさんと、△さんの所属部署を管理範囲とするB・C・D・E・Fさんへ、起
動通知メールが配信されます。

X・Y部
兼務

△さん

全社権限ユーザ

部署権限ユーザ

安否確認対象ユーザ

〇〇グループ S社 U事業部

V事業部

T社 W事業部

受信する

Aさん

受信する

Bさん

受信する

Cさん

X部

受信する

Dさん

Y部

受信する

Fさん

Z部

受信しない

Gさん

Aさん管理範囲

Bさん管理範囲

Dさん管理範囲

Fさん管理範囲

Gさん管理範囲

△さんが所属する範囲

受信する

Eさん

起動条件範囲

４．全社権限ユーザが安否確認を起動する場合
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U事業部
を条件に起動

部署権限ユーザが安否確認を起動する場合、
〇安否確認対象ユーザの所属部署を管理範囲とする、且つ起動者（部署権限ユーザ）の管理範囲に含まれている部署権限ユーザ

が起動通知メールの配信対象となります。
※部署権限ユーザが起動する場合は、全社権限のみのユーザに起動通知メールは配信されません。
※起動対象範囲の部署以外に所属する部署権限ユーザであっても、上記の条件に一致していれば起動通知メールが配信されます。

下図では、 部署権限のCさんが△さんへ安否確認を起動しますので、 △さんの所属部署を管理範囲とする、かつ、起動者Cさんの管理範囲に含
まれているC・D・E・Fさんへ、起動通知メールが配信されます。

全社権限ユーザ

部署権限ユーザ

安否確認対象ユーザ

〇〇グループ S社 U事業部

V事業部

T社 W事業部

受信しない

Aさん

受信しない

Bさん

受信する

Cさん

X部

受信する

Dさん

Y部

受信する

Fさん

Z部

受信しない

Gさん

Aさん管理範囲

Bさん管理範囲

Eさん管理範囲

Dさん管理範囲

Fさん管理範囲

Gさん管理範囲

受信する

Eさん

Cさん管理範囲
X・Y・Z部

兼務

△さん

△さんが所属する範囲

起動条件範囲

５．部署権限ユーザが安否確認を起動する場合
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部署権限ユーザが安否訓練を起動する場合のみの設定項目である、「起動通知」チェックボックスにチェックを入れて起動する場合、
〇安否訓練対象ユーザの所属部署を管理範囲とする 、且つ起動条件範囲の部署を管理範囲とする、且つ自身が起動対象となるユーザ

が起動通知メールの送信対象となります。
※部署権限ユーザが起動する場合は、全社権限のみのユーザに起動通知メールは配信されません。

下図では、CさんがU事業部を条件に△さんへ安否訓練を起動していますので、 △さんの所属部署を管理範囲とする、且つ起動条件範囲のU
事業部を管理範囲とするCさん、およびX部を管理範囲とするDさんへ、起動通知メールが配信されます。
このように、「起動通知」チェックボックスはU事業部のみで訓練を行う際に、 U事業部とX部以外の部署を管理範囲とする部署権限ユーザに起動
通知メールを配信しない場合等に使用します。

全社権限ユーザ

部署権限ユーザ

安否確認対象ユーザ

〇〇グループ S社 U事業部

V事業部

T社 W事業部

U事業部
を条件に起動

X・Y・Z部
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Gさん

Aさん管理範囲

Bさん管理範囲

Eさん管理範囲
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△さんが所属する範囲

６．部署権限ユーザが安否訓練を起動する場合（起動通知を自部署のみに配信）
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部署権限ユーザが安否訓練を起動する場合のみの設定項目である、「起動通知」チェックボックスにチェックを入れずに起動する場合、
〇安否訓練対象ユーザの所属部署を管理範囲とする 、且つ起動者（部署権限ユーザ）の管理範囲に含まれている部署権限ユーザ
が起動通知メールの配信対象となります。
※部署権限ユーザが起動する場合は、全社権限のみのユーザに起動通知メールは配信されません。
※起動対象範囲の部署以外に所属する部署権限ユーザであっても、上記の条件に一致していれば起動通知メールが配信されます。

下図では、 部署権限のCさんが△さんへ安否確認を起動しますので、 △さんの所属部署を管理範囲とする、かつ、起動者Cさんの管理範囲に含
まれているC・D・E・Fさんへ、起動通知メールが配信されます。
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U事業部
を条件に起動

７．部署権限ユーザが安否訓練を起動する場合（起動通知を自部署以外にも配信）
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